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｜
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反
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は
じ
め
に

196 

慮
武
鉱
政
権
期
（
二

O
O
三
年
二
月
1
0
八
年
二
月
）
の
韓
米
同
盟
関
係
は
、
慮
政
権
の
「
反
米
」
性
向
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
、
と

い
う
の
が
現
在
の
と
こ
ろ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
与
野
党
政
権
交
代
に
よ
っ
て
慮
政
権
の
後
を
引
き
継
い
だ
李
明
博
大
統

領
は
、
政
権
発
足
後
ま
も
な
く
の
訪
米
時
（
二

O
O
八
年
四
月
）
に
、
「
過
去
数
年
間
、
韓
米
同
盟
の
弱
化
を
憂
慮
す
る
声
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
韓
米
関
係
が
長
期
的
な
同
盟
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
理
念
と
政
治
論
理
に
よ
っ
て
暫
時
歪
曲
さ
れ
た
た
め
で

す
」
と
の
認
識
を
示
し
、
「
私
は
一
二
世
紀
の
韓
米
戦
略
同
盟
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
価
値
同
盟
、
信
頼
同
盟
、
平
和
構
築
同
盟
の

（

1
）
 

三
大
志
向
点
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
李
大
統
領
の
発
言
に
は
前
政
権
と
の
差
別
化
を
意
識
し
た
政
治

的
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
確
か
に
、
二

O
O
二
年
一
一
一
月
の
第
一
六
代
韓
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
慮
武
鉱

候
補
（
当
時
）
の
勝
利
は
、
韓
国
内
で
盛
り
上
が
っ
た
「
反
米
」
ム

l
ド
と
い
う
「
追
い
風
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま
た
、

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
の
慮
候
補
の
言
動
は
反
米
的
と
も
取
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
慮
政
権
発
足
後
も
、
政
権
内

に
は
過
去
五

O
年
の
韓
米
関
係
｜
｜
慮
政
権
が
発
足
し
た
の
は
、
く
し
く
も
韓
米
同
盟
五

O
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
っ
た

ー
ー
を
積
極
的
に
評
価
す
る
よ
り
は
批
判
的
に
捉
え
る
参
謀
も
存
在
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
内
で
は
、
非
公
式
で
は

（

2
）
 

あ
る
が
慮
政
権
の
対
米
政
策
を
批
判
す
る
声
が
頻
繁
に
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、
慮
政
権
期
の
同
盟
管
理
や
「
韓
米
同
盟
の
再
調
整
」

と
も
い
え
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
一
般
に
流
布
し
て
い
る
「
反
米
」
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
慮
政
権
の

姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
稿
は
、
「
反
米
」
的
と
さ
れ
た
慮
武
鉱
政
権
が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
対
米
政
策
を
行
っ
た
の

か
を
み
て
い
く
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
慮
政
権
の
同
盟
管
理
の
あ
り
方
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、

慮
政
権
が
「
反
米
」
的
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
政
権
の
誕
生
過
程
と
そ
の
支
持
基
盤
に
つ
い
て
考
察
し
、

次
に
慮
政
権
が
直
面
し
た
安
全
保
障
上
の
課
題
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
課
題
に
対
処
す
る
中
で
韓
米
同
盟
は
ど
の
よ
う
に
管



（

3
）
 

理
さ
れ
た
の
か
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
反
米
」
政
権
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

直武鉱政権期の韓米同盟関係

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
大
統
領
の
誕
生

慮
武
鉱
大
統
領
は
、
「
旧
い
政
治
」
の
打
破
を
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
二

O
O
二
年
一
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
当
選
を
果
た

し
た
。
同
年
春
に
実
施
さ
れ
た
与
党
民
主
党
の
大
統
領
候
補
選
出
選
挙
（
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
リ
l
）
に
お
け
る
慮
武
鉱
候
補
の
勝

（

4
）
 

利
は
、
「
慮
武
鉱
ド
ラ
マ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
慮
武
鉱
大
統
領
の
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
」
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
付
け
た
と
い
っ
て
よ

い
。
与
党
内
「
非
主
流
派
」
の
泡
沫
候
補
に
過
ぎ
な
か
っ
た
慮
武
鉱
は
、
主
流
派
の
本
拠
地
・
光
州
で
の
予
備
選
挙
で
最
有
力
候
補

（
李
仁
済
）
を
破
っ
て
「
ま
さ
か
の
」
勝
利
を
収
め
て
以
降
、
各
地
域
の
予
備
選
で
好
成
績
を
収
め
て
与
党
大
統
領
候
補
の
座
を
手

に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
民
主
党
予
備
選
挙
は
「
週
末
ご
と
の
ド
ラ
マ
」
と
し
て
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
て
全
国
民
の
関
心
を
集
め

た
。
慮
武
鉱
は
各
予
備
選
で
「
慮
武
鉱
旋
風
」
（
慮
風
）
を
巻
き
起
こ
し
ド
ラ
マ
の
主
役
を
見
事
に
演
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
大
統
領
選
挙
戦
で
は
野
党
候
補
（
李
曾
昌
）
に
支
持
率
で
大
き
く
離
さ
れ
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
与
党
内
で
は
大
統
領
候

補
を
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
組
織
委
員
長
を
務
め
て
人
気
の
高
か
っ
た
鄭
夢
準
に
交
代
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
公
然
化
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
慮
武
鉱
は
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
リ
l
で
選
ば
れ
た
正
統
性
を
主
張
し
た
が
、
最
終
的
に
は
鄭
夢
準
と
の
テ
レ
ビ
討
論

後
に
電
話
世
論
調
査
を
行
う
「
人
気
投
票
」
方
式
で
の
与
党
候
補
再
決
定
を
受
け
入
れ
、
劣
勢
と
い
わ
れ
る
中
で
逆
転
勝
利
に
成
功

（一）
し
た
。

（

7
）
 

慮
武
鉱
が
ド
ラ
マ
の
主
役
で
あ
る
な
ら
ば
、
ド
ラ
マ
を
演
出
し
た
の
は
二

0
1三
O
代
の
若
年
層
と
「
三
八
六
世
代
」
で
あ
っ
た
。

表
ー
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
統
領
選
挙
で
は
二

0
1三
O
代
の
約
六
O
%
が
慮
武
鉱
に
投
票
す
る
等
、
若
年
層
が
慮
武
鉱
当
選

197 
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2002年大統領選挙支持率の世代別比較

50代以上

33.4% 

65.5% 

（出所） 韓国ギャラップ『第16代大統領選挙投票行態Jソウル、 20
03年、 23頁［韓国語］。

（

8
）
 

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
大
統
領
選
挙
で
は
「
地
域
主
義
」
が
有
権
者
の
投
票
行
動
を
大

き
く
規
定
し
て
き
た
が
、
二

O
O
二
年
大
統
領
選
挙
は
、
「
地
域
主
義
」
に
加
え
て
「
世
代
」
と
「
理
念
」

（

9
）
 

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
が
投
票
行
動
を
説
明
す
る
上
で
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
。

若
年
層
と
「
三
八
六
世
代
」
の
慮
武
鉱
支
持
の
理
由
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
米
軍
装
甲
車

に
よ
る
女
子
中
学
生
死
亡
事
件
を
契
機
に
盛
り
上
が
っ
た
「
反
米
感
情
」
で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
運
動
期

間
中
に
連
日
行
わ
れ
た
韓
米
行
政
協
定
の
不
当
性
等
を
抗
議
す
る
「
ろ
う
そ
く
デ
モ
」
は
、
同
年
の
日
韓

サ
ッ
カ
ー
－
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
街
頭
応
援
経
験
を
持
つ
若
年
層
が
中
心
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
韓
国
ベ
ス
ト
4
の
活
躍
は
国
家
的
自
尊
心
の
象
徴
で
あ
り
、
韓

米
行
政
協
定
に
代
表
さ
れ
る
韓
米
両
国
間
の
「
不
平
等
性
」
は
そ
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
若
年
層
の
「
異
議
申
し
立
て
」
を
代
弁
し
た
の
が
慮
武
鉱
で
あ
っ
た
。
「
米
国
に
行
っ
た

（叩）

こ
と
が
な
い
と
反
米
主
義
者
な
の
か
。
ま
た
、
反
米
主
義
者
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
と
い
う
ん
だ
」
等
の
慮
武
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表1

鉱
の
直
言
に
対
し
、
彼
ら
の
多
く
が
共
感
し
た
に
違
い
な
い
。
「
反
米
」
ム

l
ド
が
慮
武
鉱
当
選
を
後
押

し
し
た
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
と
し
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、
慮
武
鉱
陣
営
の
争
点
設
定
の
巧
み
き
で
あ
る
。
対
立
候
補

の
李
曾
昌
が
、
金
大
中
大
統
領
周
辺
の
金
銭
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
慮
武
鉱
の
「
反
米
」
性
向
を
捉
え
て
、
「
腐
敗
政
権
審
判
」
或
い
は

「
安
定
か
不
安
か
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
の
に
対
し
、
慮
武
鉱
は
「
新
し
い
政
治
」
実
現
、
「
旧
い
政
治
」
打
破
と
い
う
前

向
き
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
若
年
層
の
支
持
を
獲
得
し
た
。
慮
武
鉱
陣
営
の
選
挙
参
謀
に
は
「
三
八
六
世
代
」
が
多
く
、

（日）

李
曾
昌
陣
営
よ
り
も
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
話
題
を
提
供
し
た
。

特
に
、
「
旧
い
政
治
」
の
中
で
も
慮
武
鉱
が
強
調
し
た
の
は
「
地
域
主
義
の
克
服
」
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
慮
武
鉱
が
政
治
人
生
を
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か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
問
題
で
あ
り
、
慶
尚
道
出
身
の
慮
武
鉱
が
全
羅
道
を
基
盤
と
す
る
民
主
党
か
ら
選
挙
に
出
た
理
由
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
慮
武
鍍
当
選
の
「
一
等
功
臣
」
と
い
わ
れ
る
「
ノ
サ
モ
」
（
慮
武
鉱
を
愛
す
る
人
々
の
集
ま
り
）
は
、
地
域
主
義
に
果
敢

に
挑
む
慮
武
鉱
の
姿
に
感
動
し
て
結
成
さ
れ
た
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
大
統
領
選
挙
で
「
慮
風
」
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
「
ノ

サ
モ
」
を
中
心
と
す
る
若
年
層
の
支
持
者
ら
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
と
街
頭
応
援
活
動
の
オ
フ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
、

（ロ）

そ
れ
ま
で
の
韓
国
政
治
の
非
主
流
で
あ
っ
た
慮
武
鉱
を
大
統
領
へ
と
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
大
統
領
選
挙
の
経
験
は
、
慮
武
鉱
政
権
の
国
政
運
営
、
慮
大
統
領
の
政
治
指
導
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
慮
大
統
領
は
、
「
国
民
の
政
治
参
加
は
劇
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
」
、
「
少
数
の
政
治
家
で
は
な
く
、
多

（臼）

数
の
国
民
が
直
接
参
加
す
る
政
治
文
化
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
た
」
と
大
統
領
選
挙
を
振
り
返
っ
て
い
る
D

慮
政
権
が
国
政
運
営
に
お

い
て
最
も
重
視
し
た
も
の
の
一
つ
が
こ
の
政
治
へ
の
国
民
直
接
参
加
で
あ
る
。

慮
大
統
領
は
自
ら
の
政
権
を
「
参
加
の
政
府
」
（
韓
国
語
で
は
「
参
与
政
府
」
）
と
名
付
け
、
政
策
過
程
で
「
国
民
が
各
段
階
に
参

（

M
）
 

与
、
介
入
す
る
『
参
与
民
主
主
義
』
を
保
証
す
る
新
し
い
国
政
運
営
方
式
」
を
採
る
こ
と
と
し
た
。
慮
政
権
発
足
前
の
政
権
引
継
ぎ

委
員
会
は
、
「
国
民
参
与
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
国
民
か
ら
政
策
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
り
、
新
政
権
の
閣
僚
人
事
の
推
薦
を
受
け

付
け
る
な
ど
、
国
民
参
加
は
早
く
か
ら
具
体
化
し
て
い
九
日
。
「
参
加
の
政
府
」
と
い
う
名
は
、
「
民
主
主
義
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
た
時

代
、
制
度
的
に
確
立
さ
せ
て
き
た
時
代
を
経
て
、
こ
れ
か
ら
は
国
民
参
加
と
透
明
性
・
公
平
さ
の
向
上
を
追
求
し
、
民
主
主
義
を
成

（時）

熟
さ
せ
て
い
く
段
階
で
あ
る
」
と
の
慮
武
鉱
の
考
え
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
慮
大
統
領
が
国
政
運
営
に
お
け
る
国
民
参
加
の
拡
大
と
透
明
性
向
上
を
目
指
し
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
世
論

の
支
持
を
調
達
し
、
脆
弱
な
政
治
基
盤
を
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
政
権
発
足
当
初
、

少
数
与
党
で
あ
る
だ
け
で
な
く
党
内
に
も
確
固
と
し
た
基
盤
を
持
た
な
か
っ
た
慮
大
統
領
に
と
っ
て
、
大
統
領
選
挙
過
程
で
「
新
し

い
政
治
」
実
現
を
支
持
し
た
国
民
世
論
は
数
少
な
い
政
治
的
資
産
で
あ
っ
た
。

199 
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全体平均

2.82 

上以
一
口

代一

1

nu 

n
h
U
 

世代別政治理念性向

50代

3.09 

40代

2.93 

表2

30代

2.55 

20代

2.62 理念性向

韓国社会科学データセンターによる2002年大統領選挙後調査結果。 1-5の尺度による自己評価で、

1かなり進歩的、 2進歩的、 3中道、 4保守的、 5かなり保守的。
（出所） 康元津『韓国の選挙政治一一理念、地域、世代とメディア』ソウル、プルンギル、 2003年、
294頁［韓国語］。

に）

「
進
歩
的
」
支
持
基
盤
と
政
権
メ
ン
バ
（
ぱ

200 

二
O
O
二
年
大
統
領
選
挙
で
の
慮
武
鉱
候
補
の
当
選
は
、
韓
国
政
治
の
対
立
軸
と
し
て
「
進
歩
」
対

「
保
守
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
鮮
明
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
み
た
よ
う

に
、
慮
候
補
が
、
米
軍
車
両
に
よ
る
女
子
中
学
生
死
亡
事
件
を
き
っ
か
け
に
韓
国
内
で
盛
り
上
が
っ
た

「
反
米
感
情
」
を
自
ら
の
支
持
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
当
選
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、

慮
候
補
当
選
の
原
動
力
は
二

0
1三
O
代
の
支
持
で
あ
り
、
四
O
代
以
上
の
有
権
者
は
李
曾
昌
候
補
を
よ

り
支
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
世
代
対
立
が
、
実
は
理
念
対
立
の
反
映
で
あ
る
こ
と
が
表
2
お
よ
び

表
3
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
こ
で
一
言
う
韓
国
政
治
の
対
立
軸
と
し
て
の
「
理

念
」
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と
は
、
韓
国
人
の
対
米
観
や
対
北
朝
鮮
観
な
ど
の
対
外
政
策
に
関
連
し
た
も
の
で

（国）

あ
っ
て
、
先
進
国
の
よ
う
に
経
済
体
制
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
表
3
の
結
果
に
な
ぞ
ら
え
て
吾
早
え
ば
、

「
進
歩
的
」
若
年
層
が
「
脱
米
自
主
外
交
」
志
向
で
あ
る
反
面
、
「
保
守
的
」
年
配
層
は
「
韓
米
同
盟
強

化
」
を
よ
り
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
韓
国
メ
デ
ィ
ア
等
で
使
わ
れ
た
用
語
に
よ
れ
ば
進
歩
イ
コ

ー
ル
「
反
米
・
親
北
朝
鮮
」
、
保
守
イ
コ
ー
ル
「
親
米
・
反
北
朝
鮮
」
と
な
る
。

右
記
の
よ
う
な
政
権
誕
生
の
経
緯
と
そ
の
進
歩
的
支
持
基
盤
は
、
慮
武
鉱
政
権
が
「
反
米
」
的
で
あ
る

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
の
に
貢
献
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
政
権
支
持
基
盤
の
中
核

を
な
す
三
八
六
世
代
の
進
歩
的
性
向
は
、
慮
政
権
が
「
反
米
」
的
で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
出
す

決
定
的
要
因
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
一
九
八
七
年
の
民
主
化
運
動
の
主
導
勢
力
で
あ
る
三
八
六
世
代
は
他

の
世
代
と
異
な
る
世
界
観
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
世
代
は
、
全
斗
換
に
よ
る
「
新
軍
部
」
ク
ー
デ
タ
ー
と
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望ましい韓米関係についての立場

脱米自主外交 中道 韓米同盟強化

20代 38.6% 49.2% 12. l % 

30代 34.2% 55.6% 10.2% 

40代 22.2% 59.1% 18. 7% 

50代以上 17. 3% 42.1% 40.6% 

李曾昌支持層 21. 6% 51. 3% 27.1% 

慮武鉱支持層 32. 7% 47. 7% 19. 6% 

表3

東アジア研究院と中央日報による2002年12月15-16日実施の共同調査結果。
（出所） 李来築、チョン・ハンウル「反米世論と韓米同盟一一2002年12月
と2003年6月の世論調査資料の分析を中心にJ『国家戦略J第9巻3
号（2003年）、 68頁［韓国語］。

386世代及びウリ党支持層の理念性向衰4

全体

4.2 

386世代

3.6 

ウリ支持層

3.5 対北朝鮮支援（賛成O点一反対10点）

対米関係（独自外交O点一同盟優先10点）

主観的理念性向（進歩0点一保守10点）

5.3 5.0 4.8 

5.0 4.8 4.4 

「
光
州
事
件
」

の
際
、
民
主
主
義
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
米
国
が
、
自
国
の
国
益
の
た
め
に

コリア・リサーチによる2004年12月23日調査結果。ここでの386世代は満35～44歳。
（出所） 『東亜日報』 2005年1月3日［韓国語］。

韓
国
の
民
主
化
を
犠
牲
に
し
、
権
威
主
義
政
権
の
誕
生

と
国
民
弾
圧
を
黙
認
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
裏
切
り
と

憤
り
の
感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
米
国

が
掲
げ
た
自
由
民
主
主
義
に
対
す
る
幻
滅
は
、
三
八
六

世
代
を
マ
ル
ク
ス
主
義
や
北
朝
鮮
の
主
体
思
想
へ
と
導

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
当
時
学
生
で
あ
っ
た
三
八

六
世
代
の
多
く
は
、
反
米
感
情
と
主
体
思
想
の
影
響

（
思
想
に
対
す
る
支
持
如
何
に
関
わ
り
な
く
）
を
強
く
受

（四）

け
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
三
八
六
世
代
よ
り
も
さ
ら
に
「
進
歩
的
」
で
あ

っ
た
の
が
、
二

O
O
四
年
四
月
の
第
一
七
代
国
会
議
員

総
選
挙
で
過
半
数
以
上
（
国
会
全
体
議
席
二
九
九
の
う
ち

一
五
二
議
席
）
を
獲
得
し
た
与
党
「
聞
か
れ
た
ウ
リ

党
」
の
議
員
や
支
持
者
た
ち
で
あ
る
（
表
4
参
照
）
。

こ
れ
は
、
与
党
議
員
の
多
く
が
三
八
六
世
代
の
な
か
で

も
特
に
民
主
化
運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
経
験
の
持
ち
主

201 

ら
で
占
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
慮
政
権
の
中
核
と
な
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る
大
統
領
府
（
青
瓦
台
）
の
参
謀
陣
に
も
三
八
六
世
代
が
多
数
任
用
さ
れ
、
こ
の
な
か
に
民
主
化
運
動
に
よ
る
投
獄
経
験
者
が
一

O

（却）

名
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

202 

北
東
ア
ジ
ア
地
域
安
保
を
め
ぐ
る
認
識

（ー）

北
朝
鮮
核
問
題
と
日
米
韓
協
調

慮
武
鉱
政
権
の
支
持
基
盤
お
よ
び
政
権
メ
ン
バ
ー
の
進
歩
的
性
格
は
、
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
（
二
O
O
二
年
一

O
月
1
）
へ
の

対
応
に
際
し
て
「
対
話
」
重
視
と
な
っ
て
表
れ
た
。
一
方
、
九
・
一
一
テ
ロ
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
対
北
朝
鮮
「
強
硬
」
姿
勢
を

示
し
て
お
り
、
韓
米
両
国
の
認
識
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
金
大
中
・
ク
リ
ン
ト
ン
時
代
と
比
べ
る
と
、
慮
武
鉱
・
ブ
ッ
シ
ュ

時
代
の
韓
米
同
盟
関
係
は
北
朝
鮮
核
問
題
や
米
軍
再
編
を
め
ぐ
り
非
常
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
そ
れ
が
同
盟
の
危
機
と
し
て
語
ら
れ
る

（幻）

こ
と
も
あ
っ
た
。

慮
政
権
以
前
の
一
九
九
四
年
を
頂
点
と
す
る
第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
は
、
同
年
一

O
月
の
米
朝
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
「
合
意
枠
組
み
」
、

日
米
韓
三
国
調
整
グ
ル
ー
プ
（
T
C
O
G
）
や
「
ベ
リ

1
・
プ
ロ
セ
ス
」
に
代
表
さ
れ
る
韓
米
両
国
の
み
な
ら
ず
日
本
も
含
ん
だ
三

国
協
調
体
制
の
構
築
、
そ
し
て
南
北
首
脳
会
談
（
二

0
0
0
年
六
月
）
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
を
受
け
て
、
二

0
0
0年
下
半
期

（

m） 

に
は
米
朝
関
係
の
画
期
的
改
善
を
予
想
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。
同
年
一

O
月
に
は
越
明
禄
次
帥
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
た

の
に
続
き
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
米
国
務
長
官
が
平
壌
を
訪
問
し
た
。
当
時
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
訪
朝
の
可
能
性
が
現
実
味
を
持
つ

て
語
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
二

O
O
一
年
に
登
場
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
大
き
く
転
換

さ
せ
た
。
特
に
、
九
・
一
一
テ
ロ
事
件
を
経
た
翌
二

O
O
二
年
一
月
の
一
般
教
書
演
説
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
北
朝
鮮
を
イ
ラ
ク
、
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イ
ラ
ン
と
と
も
に
「
悪
の
枢
軸
」
と
し
て
名
指
し
し
、
同
年
九
月
の
「
米
国
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
（
い
わ
ゆ
る
「
プ
ッ
シ
ュ
・
ド

ク
ト
リ
ン
」
）
で
は
先
制
攻
撃
の
可
能
性
を
も
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
が
と
っ
た
行
動
は
、
再
度
「
核
危
機
」

を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二

O
O
二
年
一

O
月
に
訪
朝
し
た
ケ
リ
l
米
国
務
次
官
補
が
北
朝
鮮
に
よ
る
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
開
発
計

画
を
確
認
す
る
と
、
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
（
K
E
D
O
）
は
北
朝
鮮
へ
の
重
油
提
供
中
止
を
決
定
し
、
国
際
原
子
力
機
関

（I
A
E
A
）
は
北
朝
鮮
に
核
計
画
の
放
棄
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
は
一
九
九
四
年
の
「
合
意
枠
組
み
」
に
よ
っ
て

凍
結
さ
れ
て
い
た
寧
辺
の
核
施
設
を
再
稼
動
さ
せ
る
と
と
も
に
原
子
炉
及
び
約
八

0
0
0本
の
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
封
印
を
解
除
、

I
A
E
A査
察
官
を
国
外
退
去
さ
せ
た
。
そ
し
て
二

O
O
三
年
一
月
に
は
核
拡
散
防
止
条
約
（
N
P
T
）
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
す
る

に
至
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
の
出
現
で
あ
る
。

第
二
次
核
危
機
が
進
行
す
る
中
、
米
国
は
第
一
次
核
危
機
時
の
よ
う
な
米
朝
二
国
間
協
議
に
よ
る
問
題
解
決
で
は
な
く
、
多
国
間

協
議
の
枠
組
み
で
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
北
朝
鮮
は
依
然
と
し
て
米
朝
協
議
に
よ
る
問
題
解
決
を
主
張
し
た
が
、
二

O
O
三
年
四
月
に
は
米
中
朝
の
三
者
会
合
が
北
京
で
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
多
国
間
協
議
へ
向
け
た
関
係
各
国
の
努
力

の
結
果
、
八
月
二
七

1
二
九
日
に
第
一
回
六
者
会
合
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
（
二
O
O
四
年
二
月
）
、
第
三
回
（
二
O
O
四

年
六
月
）
会
合
の
後
、
一
年
以
上
の
中
断
を
経
て
二

O
O
五
年
七
月
に
第
四
回
六
者
会
合
が
開
催
さ
れ
、
九
月
一
九
日
に
は
初
の
合

意
文
書
で
あ
る
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
和
的
方
法
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置

（お）

（
第
一
段
階
、
第
二
段
階
）
に
関
す
る
文
書
が
二
度
（
二
O
O
七
年
二
月
お
よ
び
一

O
月
）
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

六
者
会
合
開
催
を
模
索
す
る
過
程
で
は
、
開
催
国
で
あ
る
中
国
の
役
割
と
共
に
、
日
米
韓
三
国
の
連
携
に
も
注
目
が
集
ま
っ
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
日
米
韓
三
国
間
の
対
北
朝
鮮
政
策
に
関
す
る
認
識
に
聞
き
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
九
・
一
一
テ
ロ
後

の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
も
ち
ろ
ん
、
日
朝
首
脳
会
談
（
二
O
O
二
年
九
月
一
七
日
）
を
実
現
さ
せ
た
日
本
も
ま
た
、
投
致
問
題
に
よ
る

囲
内
世
論
の
硬
化
に
よ
っ
て
対
北
朝
鮮
「
圧
力
」
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
慮
武
鉱
政
権
は
「
圧
力
」
よ
り
も
「
対

203 



話
」
の
必
要
性
を
よ
り
強
調
し
た
。
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「
平
和
繁
栄
政
策
」
と
命
名
さ
れ
た
慮
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
は
、
金
大
中
政
権
の
「
太
陽
政
策
」
を
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
と

（

M
）
 

米
国
の
対
イ
ラ
ク
戦
争
（
二
O
O
三
年
三
月
）
と
い
っ
た
新
し
い
安
保
環
境
に
対
応
す
る
形
で
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
慮
大
統

領
は
就
任
辞
（
二
O
O
三
年
二
月
二
五
日
）
で
、
「
北
朝
鮮
の
核
開
発
は
決
し
て
容
認
で
き
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
同
時
に
「
北
朝
鮮

（お）

の
核
問
題
は
対
話
を
通
じ
て
平
和
的
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
就
任
式
直
後
の
日
韓
首
脳
会

談
で
は
小
泉
首
相
に
対
し
、
「
韓
国
の
重
要
な
問
題
を
決
め
る
の
に
、
韓
国
人
た
ち
の
意
思
と
関
係
な
し
に
す
す
め
る
こ
と
に
は
同

（部）

意
で
き
な
い
。
韓
国
が
能
動
的
か
つ
主
導
的
に
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
①
核
を
認
め
な
い
、

②
対
話
を
通
じ
た
平
和
的
解
決
、
③
韓
国
の
積
極
的
役
割
、
が
慮
政
権
の
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
三
原
則
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

北
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
構
造
に
対
す
る
認
識

他
方
、
韓
国
の
安
保
政
策
の
要
で
あ
る
韓
米
同
盟
に
関
す
る
慮
大
統
領
の
基
本
的
立
場
は
、
大
統
領
就
任
約
ひ
と
月
前
に
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
二

O
O
三
年
一
月
一
八
日
の
テ
レ
ビ
討
論
番
組
で
慮
大
統
領
は
、
五

O
周
年
を
迎
え
る
韓
米
同
盟
に
つ
い
て
、
「
戦
時

作
戦
統
制
権
、
相
互
防
衛
条
約
、
在
韓
米
軍
地
位
協
定
が
問
題
」
で
あ
り
、
「
（
こ
れ
か
ら
の
）
五
年
間
、
相
当
な
進
展
が
あ
っ
た
と

（釘）

言
え
る
ほ
ど
に
（
韓
米
同
盟
関
係
を
）
変
化
さ
せ
る
考
え
で
あ
る
」
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
韓
米
同
盟
の
根
幹
で
あ

る
相
互
防
衛
条
約
に
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
地
位
協
定
（
韓
米
行
政
協
定
）
に
つ
い
て
は
両
国
に
よ
る
交
渉
の
末

に
運
用
改
善
で
合
意
し
、
そ
し
て
戦
時
作
戦
統
制
権
に
つ
い
て
も
二

O
二
一
年
に
米
国
か
ら
韓
国
に
移
管
す
る
こ
と
が
慮
政
権
任
期

同
内
に
決
定
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
対
北
朝
鮮
「
対
話
」
と
「
水
平
的
な
韓
米
関
係
」
を
重
視
す
る
慮
政
権
に
対
し
て
、
日
本
の
指
導
者
層
か
ら
は
、

日
米
韓
三
国
の
協
調
体
制
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
と
心
配
す
る
声
が
早
く
か
ら
あ
が
っ
て
い
た
。
大
統
領
就
任
前
の
慮
武
鉱
と



会
談
し
た
森
善
朗
・
前
首
相
は
、
「
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
た
め
に
は
日
米
韓
三
国
が
粘
り
強
く
協
力
し
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

（

却

）

（

却

）

い
」
と
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
し
、
外
務
省
高
官
も
折
に
ふ
れ
て
日
米
韓
三
国
協
調
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
慮
政
権
期
を
通
じ
て
日
米
韓
三
国
協
調
は
揺
ら
ぎ
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
二

O
O
五
年
三
月
以
降
、
慮
大
統
領

が
陸
軍
三
士
官
学
校
卒
業
式
や
外
交
通
商
部
業
務
報
告
で
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
」
（
北
東
ア
ジ
ア
・
パ
ラ
ン
サ
l
論
）
を
主
張
し

（却）

た
こ
と
は
、
日
米
両
国
指
導
者
層
の
慮
政
権
に
対
す
る
懸
念
を
さ
ら
に
深
め
た
。
大
統
領
や
青
瓦
台
参
謀
の
発
言
か
ら
、
「
冷
戦
時

代
に
構
築
さ
れ
た
日
米
韓
の
南
方
三
角
同
盟
の
枠
組
み
に
、
韓
国
が
い
つ
ま
で
も
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
、

「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
南
方
三
角
同
盟
と
中
朝
露
の
北
方
三
角
同
盟
が
ぶ
つ
か
る
戦
争
の
構
図
は
こ
れ
以
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

（泊）

と
の
認
識
が
浮
か
び
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
慮
大
統
領
は
こ
の
頃
、
「
東
北
ア
ジ
ア
秩
序
は
韓
・
中
・
日
が
協
力
的
で
あ
っ
て
こ

そ
平
和
構
造
と
な
る
が
、
現
在
は
日
本
が
米
国
と
一
つ
に
な
っ
て
中
国
と
戦
線
を
形
成
す
る
局
面
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
旨
述
べ
た

（沼）

と
い
う
。

直武鉱政権期の韓米同盟関係

こ
の
「
均
衡
者
論
」
に
つ
い
て
、
韓
国
内
で
は
保
守
野
党
（
ハ
ン
ナ
ラ
党
）
や
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
か
ら
強
い
批
判
の
声
が
あ
が
り
、

米
国
や
日
本
か
ら
も
主
と
し
て
憂
慮
の
念
が
表
明
さ
れ
た
。
「
均
衡
者
論
」
は
、
韓
国
が
韓
米
同
盟
及
び
日
米
韓
三
国
協
調
か
ら
離

（犯）

脱
し
、
中
国
へ
傾
斜
す
る
こ
と
の
意
思
表
明
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
の
目
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
外
務
次
官
が
韓
国
国

会
議
員
ら
と
の
非
公
式
面
談
（
二
O
O
五
年
五
月
）
の
席
上
、
「
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
た
め
に
は
日
米
韓
三
国
の
団
結
が
最
重
要
で

あ
る
が
、
最
近
、
韓
国
は
韓
米
同
盟
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
、
「
日
米
は
情
報
を
共
有
し
て
い
る
が
、
米
国
が
韓
国
を
信
じ

て
い
な
い
た
め
、
日
本
が
得
た
北
朝
鮮
核
関
連
情
報
を
韓
国
と
共
有
す
る
こ
と
は
相
当
難
し
い
」
、
「
米
国
と
日
本
は
右
側
に
お
り
、

中
国
と
北
朝
鮮
は
左
側
に
い
る
が
、
今
の
韓
国
は
中
国
と
北
朝
鮮
の
側
に
近
い
よ
う
だ
」
と
述
べ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
青
瓦
台
が

（泊）

「
無
礼
で
無
責
任
な
言
動
」
で
あ
る
と
激
し
く
反
発
す
る
と
い
う
出
来
事
も
起
こ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
本
稿
で
み
て
き
た
部
分
に
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
、
慮
政
権
が
「
反
米
」
的
で
あ
る
と
の
評
価
が
出
て
く
る
の
は
も
っ
と

205 



法学研究83巻3号（2010:3) 

も
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
に
み
る
よ
う
な
韓
米
同
盟
に
対
す
る
大
統
領
の
認
識
お
よ
び
慮
政
権
の
同
盟
管
理
に
目
を

向
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
評
価
と
は
別
の
見
方
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

206 

韓
米
同
盟
優
先
の
政
策
決
定

韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
派
兵

慮
政
権
の
な
か
に
「
反
米
」
性
向
の
参
謀
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
慮
政
権
が
「
反
米
」
感
情
に
突
き
動
か
さ
れ

る
形
で
対
米
政
策
の
決
定
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
あ
る
論
者
の
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
「
た
と
え

外
交
安
保
チ
l
ム
の
一
部
が
平
素
、
自
主
的
性
向
を
持
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
自
ら
の
反
米
的
立
場
を
堅
持
し
て
韓
米
同
盟
を

（部）

傷
つ
け
弱
化
さ
せ
る
よ
う
に
大
韓
民
国
の
外
交
安
保
ガ
パ
ナ
ン
ス
が
作
動
す
る
こ
と
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慮
政
権
発
足

後
ま
も
な
く
の
韓
国
軍
イ
ラ
ク
派
兵
の
決
定
は
、
「
反
米
」
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
慮
政
権
の
同
盟
管
理
の
実
態
が
凝
集
さ
れ
た
事

例
と
な
っ
た
。
イ
ラ
ク
派
兵
の
ケ
l
ス
を
み
れ
ば
、
慮
政
権
が
韓
国
の
安
全
保
障
に
お
け
る
韓
米
同
盟
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
、

そ
の
前
提
に
立
っ
て
対
米
政
策
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
派
兵
問
題
は
、
慮
政
権
発
足
前
の
二

O
O
二
年
一
一
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
米
国
は
外
交
経
路
を
通
じ
て
、

イ
ラ
ク
へ
の
人
道
・
復
興
支
援
が
可
能
か
ど
う
か
を
韓
国
政
府
に
打
診
し
て
き
た
。
韓
国
側
は
こ
の
時
、
イ
ラ
ク
問
題
解
決
の
た
め

（部）

の
米
国
の
努
力
を
同
盟
国
と
し
て
支
援
す
る
意
思
を
伝
え
た
と
い
う
。
慮
政
権
発
足
直
後
の
二

O
O
三
年
三
月
に
イ
ラ
ク
戦
争
が
始

ま
る
と
、
慮
大
統
領
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
支
持
と
建
設
・
医
務
部
隊
の
派
兵
意
思
を
表
明
し
、
国
務
会
議
で
派
兵
同
意
案
を
議
決
し
た
。

続
く
四
月
二
日
の
韓
国
国
会
で
の
派
兵
同
意
案
可
決
を
受
け
て
、
五
月
ま
で
に
約
六
O
O名
が
イ
ラ
ク
に
派
兵
さ
れ
た
。

さ
ら
に
同
年
九
月
、
韓
米
「
未
来
同
盟
構
想
（
司
E
C
B
。ご
Z
K
F
E
g
g
－Et
g写
円
安
）

JE）
」
会
議
に
お
い
て
米
国
側
か
ら
韓



国
軍
追
加
派
兵
の
要
請
を
受
け
る
と
、
慮
政
権
は
追
加
派
兵
の
方
向
で
検
討
に
入
り
、
派
兵
部
隊
の
性
格
や
規
模
に
つ
い
て
慎
重
に

見
極
め
作
業
を
始
め
た
。
そ
し
て
韓
国
政
府
は
、
一

O
月
中
旬
に
国
家
安
全
保
障
会
議
常
任
委
員
会
で
追
加
派
兵
方
針
を
決
め
、
慮

大
統
領
主
宰
の
安
保
関
係
長
官
会
議
（
一
二
月
一
七
日
）
に
お
い
て
三
、

0
0
0名
規
模
の
平
和
再
建
支
援
部
隊
（
の
ち
に
「
ザ
イ
ト

ウ
ン
部
隊
」
と
命
名
）
派
兵
を
決
定
し
た
。
翌
二

O
O
四
年
二
月
二
二
日
に
追
加
派
兵
同
意
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
、
同
年
八
月
か

ら
ザ
イ
ト
ゥ
ン
部
隊
は
イ
ラ
ク
へ
と
向
か
っ
た
。

虚武鉱政権期の韓米同盟関係

こ
の
よ
う
に
、
慮
政
権
は
発
足
初
年
度
に
米
国
か
ら
の
二
度
に
わ
た
る
イ
ラ
ク
派
兵
要
請
と
い
う
困
難
な
課
題
に
直
面
し
、
そ
の

都
度
要
請
に
応
え
る
決
定
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
慮
政
権
内
の
「
三
八
六
世
代
」
参
謀
や
政
権
支
持
層
は
、
そ
も
そ
も
米
国
に

よ
る
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
に
批
判
的
で
あ
り
、
当
然
の
よ
う
に
韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
派
兵
に
も
強
く
反
対
し
て
い
た
。
慮
大
統
領
も
同
様

の
心
情
で
あ
り
派
兵
決
定
は
苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
実
際
、
派
兵
同
意
案
採
決
当
日
の
国
会
に
お
い
て
慮
大
統
領
は
、

「
私
は
名
分
を
重
視
し
て
き
た
政
治
家
で
す
。
政
治
の
歩
み
の
重
要
な
峠
ご
と
に
不
利
益
を
甘
受
し
つ
つ
も
名
分
を
選
択
し
て
き
ま

し
た
。
名
分
を
選
択
し
た
代
価
と
し
て
何
回
も
選
挙
に
落
ち
る
苦
し
み
も
経
験
し
、
ま
た
勝
敗
の
分
か
れ
る
切
迫
し
た
状
況
で
も
名

（犯）

分
を
守
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
派
兵
を
決
定
し
ま
し
た
。
私
の
決
定
に
固
と
国
民
の
運
命
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
で
す
」
と
演
説

を
行
っ
た
。
戦
争
反
対
と
い
う
大
義
名
分
よ
り
も
、
韓
国
の
安
全
保
障
の
根
幹
で
あ
る
韓
米
同
盟
関
係
を
重
視
す
る
と
の
意
思
表
明

で
あ
る
。
他
方
で
、
翌
年
の
年
頭
記
者
会
見
で
は
、
追
加
派
兵
規
模
の
最
終
決
定
遅
延
を
問
わ
れ
、
「
我
が
国
に
は
追
加
派
兵
に
対

す
る
反
対
世
論
が
強
い
。
従
っ
て
、
国
民
世
論
を
収
数
し
、
国
民
が
あ
る
程
度
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
探
し
て
合
意
に
至

（却）

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
相
当
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、
韓
国
軍
派
兵
が
い
か
に
困
難
な
決
定
で
あ
る
か

を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
慮
大
統
領
が
韓
国
軍
を
イ
ラ
ク
へ
派
兵
し
た
の
は
、
米
国
か
ら
の
難
し
い
要
請
に
応
え
る
こ
と
で
自
身
の

政
権
に
つ
き
ま
と
う
「
反
米
」
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
韓
米
同
盟
関
係
の
ゆ
る
ぎ
な
さ
を
示
す
こ
と
が
韓
国
の
安
全
保
障
の
た
め
に
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は
不
可
欠
と
判
断
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
慮
大
統
領
は
後
日
、
「
大
韓
民
国
と
米
国
の
友
好
関
係
、
同
盟
関
係
が
持
続
的
に

（
紛
）

作
動
す
る
か
ど
う
か
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
た
め
イ
ラ
ク
派
兵
を
行
い
ま
し
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
二

O
O
四
年
の
派
兵
後

も
、
慮
大
統
領
は
米
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
韓
国
軍
の
イ
ラ
ク
駐
屯
期
間
を
二
度
延
長
し
、
最
終
的
に
二

O
O
八
年
末
ま
で

韓
国
軍
は
イ
ラ
ク
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
度
目
の
延
長
決
定
時
の
慮
大
統
領
談
話
（
二
O
O
七
年
一

O
月
二
三
日
）
で
は
、
六
者
会
合
、

南
北
関
係
、
米
朝
関
係
改
善
の
進
展
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
半
島
の
平
和
体
制
と
北
東
ア
ジ
ア
多
国
間
安
保
協
力
が
議
論
さ
れ
て
い
る
状

況
を
挙
げ
た
う
え
で
、
「
こ
れ
ら
す
べ
て
が
米
国
の
参
加
と
協
力
な
し
に
は
良
い
結
果
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。
い
か
な
る

時
よ
り
も
韓
米
間
の
緊
密
な
共
助
が
切
実
な
時
な
の
で
す
」
、
「
今
回
の
決
定
を
下
す
に
際
し
、
大
統
領
と
し
て
私
自
身
の
悩
み
も
多

か
っ
た
で
す
。
撤
退
期
限
延
長
に
対
す
る
反
対
世
論
が
多
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
皆
様
と
の
約
束
を
守
る
（
但
）

の
が
道
理
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
）
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
よ
り
重
要
な
の
は
国
益
に
適
う
選
択
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
」
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と
の
認
識
を
披
澄
し
た
。

安
全
保
障
で
は
「
自
主
国
防
」
を
打
ち
出
し
た
こ
と
か
ら
も
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
慮
政
権
が
「
自
主
」
に
対
し
て
強
い
思
い
入

（
位
）

れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
対
米
関
係
に
お
け
る
「
自
主
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
五

O
年
の
歴
史
を
持
つ
韓

米
同
盟
の
枠
内
で
追
求
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

慮
政
権
は
二

O
O
四
年
二
月
に
「
国
家
安
保
戦
略
指
針
」
を
作
成
し
、
歴
代
政
権
で
は
初
め
て
『
平
和
繁
栄
と
国
家
安
保
』
と
い

う
冊
子
で
そ
の
概
要
を
国
民
に
公
表
し
た
側
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
国
家
安
保
戦
略
の
基
調
は
、
①
平
和
繁
栄
政
策
推
進
、
②
均
衡
的
実

用
外
交
追
求
、
③
協
力
的
自
主
国
防
、
④
包
括
安
保
志
向
の
四
つ
で
あ
り
、
「
協
力
的
自
主
国
防
」
と
は
「
韓
米
同
盟
と
自
主
国
防

の
並
行
発
展
を
追
求
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
（
問
。
同
盟
と
自
主
は
相
互
排
他
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
互
補
完
的
で
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

慮
政
権
が
安
全
保
障
上
の
最
大
の
懸
案
で
あ
る
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
へ
の
対
処
に
あ
た
り
、
韓
国
の
主
導
的
役
割
を
唱
え
た
の



は
す
で
に
み
た
と
お
り
だ
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
韓
米
同
盟
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
う
し
た
主
張
が
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
は
慮

大
統
領
も
認
識
し
て
い
た
。
後
日
、
慮
大
統
領
は
イ
ラ
ク
派
兵
決
定
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
O
O
三
年
に
ザ
イ
ト
ゥ
ン
部
隊
を
派
兵
す
る
当
時
に
い
ろ
い
ろ
考
慮
し
た
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
全
で
し
た
。

北
朝
鮮
核
問
題
が
予
期
し
な
い
状
況
に
な
り
う
る
状
況
で
、
何
よ
り
も
韓
米
共
助
の
維
持
が
緊
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
時

作
戦
権
移
管
、
在
韓
米
軍
再
配
置
、
戦
略
的
柔
軟
性
問
題
な
ど
韓
米
関
係
を
再
調
整
す
る
に
あ
た
っ
て
も
緊
密
な
韓
米
共
助
が
必
要
で
し
た
。

過
去
四
年
の
聞
に
こ
れ
ら
の
問
題
が
進
展
し
た
過
程
を
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
選
択
は
現
実
に
合
っ
た
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

北
朝
鮮
核
問
題
解
決
過
程
に
お
い
て
我
々
の
立
場
を
貫
徹
で
き
た
の
も
、
安
保
懸
案
を
ほ
と
ん
ど
解
決
で
き
た
の
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
韓

（必）

米
共
助
の
土
台
の
う
え
に
可
能
な
こ
と
で
し
た
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
「
反
米
」
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
慮
武
鉱
政
権
は
、
韓
国
軍
イ
ラ
ク
派
兵
に
み
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
韓
米
同
盟

の
維
持
・
発
展
を
重
視
し
た
政
策
決
定
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
韓
国
の
安
全
保
障
、
よ
り
広
く
言
え
ば
朝
鮮
半
島
の
平
和
と

安
全
の
確
保
を
目
指
し
た
慮
大
統
領
の
冷
徹
な
現
実
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

に）

在
韓
米
軍
の
再
配
置
と
削
減

慮武鉱政権期の韓米同盟関係

そ
れ
で
は
、
慮
政
権
の
「
反
米
」
的
政
策
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
在
韓
米
軍
の
再
配
置
と
削
減
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
事
実
関
係
か
ら
整
理
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
慮
政
権
の
発
足
以
前
に
世
界
的
な

米
軍
再
編
の
流
れ
の
中
で
浮
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
軍
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

l
メ
l
シ
ヨ
ン
（
変
革
）
は
、

一
九
九

0
年
代
の
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
時
代
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
二

O
O
一
年
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
発
足
後
に
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
の
も
と

（必）

で
本
格
的
に
推
進
さ
れ
、
九
・
一
一
テ
ロ
と
イ
ラ
ク
戦
争
を
契
機
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
加
速
化
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
在
外
兵

力
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
見
直
し
、
即
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
な
防
衛
態
勢
の
見
直
し
（
色
。

g
－u丘
8
8
3
a
z
s同
2
ぽ
売
の
司
一
同
）
が
進
ん
だ
。
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G
P
R
は
冷
戦
時
代
の
ま
ま
の
海
外
の
米
軍
基
地
・
部
隊
の
配
置
を
九
・
一
一
テ
ロ
後
の
戦
略
環
境
に
適
合
し
た
も
の
へ
と
変
更
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
が
、
そ
れ
は
単
に
基
地
・
部
隊
の
移
転
だ
け
で
な
く
、
前
方
展
開
す
る
部
隊
の
性
格
、
即
ち
そ
の
兵
力
構
成

や
想
定
さ
れ
る
作
戦
行
動
を
変
更
し
、
米
軍
の
在
外
基
地
の
役
割
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
っ
（
問
。
こ
の
よ
う
な
米

軍
の
変
革
は
、
朝
鮮
戦
争
以
来
、
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
処
す
る
局
地
的
な
冷
戦
型
同
盟
で
あ
っ
た
韓
米
同
盟
お
よ
び
在
韓
米
軍
に
も

例
外
な
く
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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慮
政
権
発
足
と
と
も
に
在
韓
米
軍
の
再
編
お
よ
び
削
減
問
題
が
韓
米
両
国
間
の
主
要
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題

は
慮
政
権
の
対
米
「
自
主
」
的
性
格
の
表
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
へ
の
米
国
の
対
抗
措
置
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か

し
、
在
韓
米
軍
再
編
・
削
減
の
方
針
は
、
ま
ず
米
国
側
が
韓
国
側
に
対
し
て
、
慮
政
権
ス
タ
ー
ト
前
の
二

O
O
二
年
一
一
月
に
F
O

T
A会
議
の
設
置
を
提
案
し
た
と
き
に
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
慮
大
統
領
就
任
直
後
に
、
在
韓
米
軍
の
主
力
で
あ
る
米

（
川
崎
）

第
二
師
団
の
移
転
と
削
減
の
方
針
が
非
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
。

も
っ
と
も
、
冷
戦
後
の
在
韓
米
軍
の
再
編
と
削
減
は
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
一
九
九

0
年
代
初
め
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権

時
に
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
」
（
E
A
S
I
）
の
な
か
で
在
韓
米
軍
の
三
段
階
削
減
が
計
画
さ
れ
た
が
、
第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
り
削
減
は
中
断
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
核
危
機
が
起
こ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
は
再
編
と
削
減
が
進
め

ら
れ
た
の
は
、
九
・
一
一
テ
ロ
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
環
境
に
見
合
っ
た
在
外
米
軍
再
編
と
い
う
戦
略
的
考
慮
が
優
先
さ
れ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
初
、
韓
国
政
府
は
在
韓
米
軍
再
編
に
は
慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
二

O
O
三
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
F

O
T
A会
議
な
ど
で
約
二
年
間
協
議
の
後
、
韓
米
両
国
は
新
た
な
在
韓
米
軍
再
編
計
画
で
合
意
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、

か
ね
て
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
ソ
ウ
ル
中
心
部
に
位
置
す
る
龍
山
基
地
の
全
面
移
転
、
第
二
に
、
そ
れ
に
連
動
す
る
形
で
前
線
に
配

置
さ
れ
て
い
た
米
第
二
師
団
の
後
方
へ
の
移
転
、
そ
し
て
第
三
に
在
韓
米
軍
を
二

O
O
八
年
ま
で
に
三
段
階
に
分
け
て
計
一
万
二
、

五
O
O名
削
減
し
二
万
五
、

0
0
0名
体
制
と
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。



こ
の
合
意
に
至
る
過
程
で
、
韓
国
内
の
保
守
派
、
特
に
最
大
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
と
韓
国
主
要
メ
デ
ィ
ア
は
、
「
北
朝
鮮
核
問
題
に

よ
り
朝
鮮
半
島
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
の
在
韓
米
軍
削
減
お
よ
び
第
二
師
団
の
後
方
移
転
は
、
韓
国
の
安
全
保
障
を
揺
る
が

す
も
の
で
認
め
ら
れ
な
い
」
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
慮
政
権
の
「
反
米
」
的
態
度
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
政

（

ω） 

権
の
対
米
政
策
を
連
日
批
判
し
た
。
し
か
し
、
在
韓
米
軍
の
再
編
と
削
減
が
米
国
の
世
界
戦
略
の
観
点
か
ら
米
国
側
の
要
請
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

実
際
、

F
O
T
A会
議
の
開
始
と
と
も
に
米
国
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
米
第
二
師
団
の
後
方
移
転
は
、
韓
国
側
に
と
っ
て
は
寝
耳
に

（印）

L

水
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
と
対
峠
す
る
前
線
近
く
に
配
置
さ
れ
た
米

第
二
師
団
は
、
有
事
の
際
の
米
国
の
自
動
軍
事
介
入
を
担
保
す
る
「
導
火
線
（
ト
リ
ッ
プ
・
ワ
イ
ヤ
ー
）
」
と
さ
れ
、
米
国
の
対
韓
防

（日）

衛
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
象
徴
で
あ
り
、
対
北
朝
鮮
抑
止
の
要
で
あ
る
と
韓
国
で
は
広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

実
務
者
協
議
を
経
た
後
、
二

O
O
三
年
五
月
の
韓
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
米
第
二
師
団
の
移
転
は
「
朝
鮮
半
島
と
北
東
ア
ジ
ア
の

（回）

政
治
、
経
済
、
安
全
保
障
情
勢
を
考
慮
し
て
行
う
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
移
転
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
在
韓
米
軍
の
削
減
に
つ
い
て
も
、
米
国
側
は
二

O
O
四
年
六
月
の

F
O
T
A会
議
で
、
韓
国
政
府
の
想
定
よ
り
も
早
い
二

0
0
五
年
ま
で
の
一
万
二
、
五

O
O名
削
減
を
提
案
し
た
が
、
結
局
、
韓
国
側
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
削
減
期
限
を
三
年
延
長
し
二

虚武鉱政権期の韓米同盟関係

0
0
八
年
ま
で
に
三
段
階
に
分
け
て
減
ら
す
こ
と
で
両
国
は
合
意
し
た
。
慮
政
権
は
、
過
去
の
在
韓
米
軍
削
減
が
韓
国
の
意
思
と
は

関
係
な
く
米
国
の
戦
略
的
考
慮
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
削
減
反
対
を
唱
え
る
よ
り
も
削
減
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ

（臼）

と
で
韓
国
民
の
安
保
不
安
感
を
和
ら
げ
る
と
い
う
実
利
的
選
択
を
し
た
と
い
え
る
。
慮
政
権
末
期
に
発
刊
さ
れ
た
『
国
政
運
営
白

書
』
で
は
、
「
過
去
に
は
、
在
韓
米
軍
規
模
お
よ
び
位
置
調
整
は
協
議
の
対
象
と
い
う
よ
り
は
『
通
報
』
と
我
々
の
一
方
的
『
了
解
』

（副）

の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
規
模
調
整
交
渉
は
韓
米
関
係
が
双
方
向
的
な
意
思
疎
通
の
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
の
意
義
付

け
が
な
さ
れ
た
。
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韓
米
交
渉
の
過
程
を
通
じ
て
、
米
国
側
は
、
非
公
式
の
場
に
お
い
て
韓
国
内
の
「
反
米
」
感
情
の
高
ま
り
が
在
韓
米
軍
再
配
置
・

削
減
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
れ
が
政
治
的
意
図
を
持
っ
て
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
韓
国
民
の
不
安
心
理
は
刺
激
さ

（日）

れ
、
慮
政
権
へ
の
揺
さ
ぶ
り
と
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
内
の
「
反
米
」
に
対
す
る
米
国
政
府
の
「
不
満
」
は
あ

く
ま
で
副
次
的
な
理
由
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
韓
国
側
は
、
米
国
の
世
界
戦
略
に
抗
え
な
い
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
従

来
よ
り
も
相
対
的
に
よ
り
対
等
な
関
係
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
慮
大
統
領
は
、
「
（
米
国
と
）
完
全
に
対
等
な
外
交
は
で
き
ま
せ
ん
。

212 

米
国
は
超
強
大
国
で
す
。
そ
の
よ
う
な
戯
言
は
ダ
メ
で
、
米
国
の
世
界
の
影
響
力
に
相
応
す
る
待
遇
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
中
略
）
米
国
が
主
導
す
る
秩
序
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
小
限
、
自
主
国
家
、
独
立
国
家
と
し
て
の
体
面
は

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
（
中
略
）
心
理
的
な
こ
の
依
存
関
係
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

（回）

（
第
二
師
団
を
前
線
か
ら
）
外
し
た
の
で
す
」
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
）
と
後
日
回
顧
し
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
在
韓
米
軍
基
地

再
編
と
再
配
置
は
、
韓
米
両
国
の
利
益
が
符
合
す
る
方
向
で
推
進
さ
れ
た
。
米
国
側
は
再
配
置
を
通
じ
て
軍
事
力
の
効
率
的
運
用
を
、

（町）

韓
国
側
は
民
族
的
自
尊
心
を
高
め
、
名
分
と
と
も
に
国
土
の
均
衡
発
展
と
い
う
実
利
も
取
る
互
恵
的
な
交
渉
過
程
で
あ
っ
た
」
と
の

評
価
が
出
て
く
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。

お
わ
り
に

本
稿
の
前
半
部
で
み
た
よ
う
に
、
慮
武
鉱
政
権
は
誕
生
の
経
緯
お
よ
び
そ
の
支
持
基
盤
か
ら
し
て
「
反
米
」
的
要
素
を
備
え
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
慮
大
統
領
の
発
言
か
ら
は
、
大
統
領
自
身
の
認
識
も
ま
た
支
持
基
盤
の
性
向
と
共
鳴
す
る
部
分
が
多
か
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
大
統
領
選
挙
時
の
反
米
ム

l
ド
に
つ
い
て
慮
大
統
領
は
、
「
理
念
と
し
て
の
反
米
主
義
で
は
な
い
、
特
定

（回）

イ
シ
ュ
l
を
契
機
に
表
出
し
た
反
米
情
緒
は
、
水
平
的
で
健
全
な
対
米
関
係
を
望
む
積
極
的
な
意
思
表
示
過
程
」
で
あ
る
と
し
て
理



解
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
自
ら
を
「
参
加
の
政
府
」
と
標
携
し
た
慮
政
権
は
、
大
義
名
分
か
ら
し
て
も
、
少
数
与
党
（
二

O
O
四

年
四
月
総
選
挙
以
前
）
と
い
う
現
実
か
ら
し
て
も
、
歴
代
政
権
以
上
に
支
持
基
盤
で
あ
る
若
年
層
や
「
三
八
六
世
代
」
の
声
に
耳
を

傾
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
側
面
が
慮
政
権
は
「
反
米
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
本
稿
後
半
部
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
慮
政
権
期
の
対
米
政
策
や
韓
米
同
盟
管
理
の
あ
り
方
は
決
し
て
「
反

米
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
韓
米
同
盟
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
韓
国
が
安
全
保
障
を
米
国
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
と
い
う
構
造
的
制
約
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
慮
大
統
領
自
ら
も
そ
れ
に
は
自
覚
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
大
統
領
の
発
言
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
。

慮武絃政権期の韓米同盟関係

慮
政
権
期
の
対
米
政
策
、
と
り
わ
け
「
韓
米
同
盟
の
再
調
整
」
と
も
い
わ
れ
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
｜
｜
本
稿
で
は
扱
わ
な
か
っ
た

戦
時
作
戦
統
制
権
の
移
管
や
在
韓
米
軍
の
「
戦
略
的
柔
軟
性
」
問
題
を
も
含
む
ー
ー
は
冷
戦
期
以
来
の
「
非
対
称
」
同
盟
を
よ
り

（印）

「
互
恵
的
」
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
方
向
性
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
る
。
但
し
、
そ
の
進
め
方
あ
る
い
は

方
法
論
に
お
い
て
、
韓
米
間
の
摩
擦
を
よ
り
少
な
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
慮
政
権
も
や
は
り
こ
の
点
は
気
に
か
け

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
任
期
末
に
発
刊
さ
れ
た
『
国
政
運
営
白
書
」
で
は
、
「
新
し
い
同
盟
へ
と
向
か
う
調
整
過
程
を
経
て
、
韓
米

両
国
は
単
な
る
在
韓
米
軍
の
駐
屯
位
置
や
規
模
の
調
整
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
新
し
い
概
念
と
形
態
の
同
盟
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。

韓
米
同
盟
の
調
整
過
程
で
憂
慮
と
批
判
の
声
が
存
在
し
た
点
も
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
韓
国
と
米
国
の
戦
略
的
考
慮
や
国
家
利
益

が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
韓
米
間
で
意
見
の
違
い
や
緊
張
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
懸
案
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
懸
案
問
題
を
隠
し
回
避
す
る
よ
り
は
、
虚
心
坦
懐
に
認
め
て
調
整
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
同
盟
の
真
の
未

（印）

来
が
保
障
さ
れ
る
」
と
自
身
を
擁
護
す
る
か
た
ち
で
総
括
し
て
い
る
。

確
か
に
、
慮
政
権
が
直
面
し
た
国
際
環
境
の
中
で
「
自
主
」
と
「
同
盟
」
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の
模
索
は
困
難
を
極
め
、
政
権
が
内
在

（臼）

的
に
持
っ
て
い
た
「
脱
冷
戦
」
志
向
の
実
現
は
険
し
い
道
の
り
と
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

O
O
五
年
一

O
月
の
韓
米
首
脳
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会
談
で
は
、
「
韓
米
同
盟
と
朝
鮮
半
島
平
和
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
（
慶
州
共
同
宣
言
）
が
発
表
さ
れ
、
「
韓
米
関
係
が
、
包
括
的
、
力

動
的
、
互
恵
的
な
同
盟
関
係
と
し
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
慮
政
権
の
韓
米
同
盟
管
理
を
厳
し
く
批
判
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す
る
か
た
ち
で
登
場
し
た
李
明
博
政
権
が
、
二

O
O九
年
六
月
の
韓
米
首
脳
会
談
で
実
現
さ
せ
た
「
同
盟
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
実

は
こ
の
慶
州
共
同
宣
言
の
流
れ
を
汲
む
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
慮
政
権
期
に
韓
米
同
盟
関
係
は
決
し
て
後
退
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
方
向
へ
と
大
き
く
前
進
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（1
）
「
コ
リ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
晩
餐
演
説
（
二

O
O
八
年
四
月
一
五
日
）
」
青
瓦
台
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
（

Z
Gミ
当
巧
巧
七
円

g
E
o
E・問。一－
W
円）

［
韓
国
語
］
。

（2
）
こ
の
時
期
の
米
国
政
権
や
専
門
家
ら
の
米
韓
同
盟
に
関
す
る
評
価
や
認
識
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
今
野
茂
充
「
米
国
の
対
韓
認
識
と

同
盟
再
構
築
へ
の
課
題
」
慶
慮
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
・
ア
ジ
ア
型
安
全
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ア
ジ
ア
に
お
け

る
対
米
感
情
の
深
層
調
査
報
告
書
』
二

O
O九
年
八
月
、
一
四
四
｜
一
六
三
頁
。

（3
）
本
稿
は
、
拙
稿
「
慮
武
鉱
政
権
期
の
韓
米
関
係
｜
｜
「
反
米
」
大
統
領
は
何
を
し
た
の
か
」
慶
慮
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ユ
リ

テ
ィ
研
究
所
・
ア
ジ
ア
型
安
全
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
前
掲
報
告
書
、
一
六
四

i
一
七
八
頁
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（4
）
こ
こ
で
い
う
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
」
あ
る
い
は
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
や
や
否
定
的
な
意
味
で
は
あ
る
が
一
般
的
に
流
布
し
て
い

る
「
大
衆
迎
合
主
義
」
と
い
う
程
度
の
意
味
と
し
て
お
き
た
い
。
も
う
少
し
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
普
通
の
人
々
」
と
「
エ
リ
ー
ト
」
、

「
善
玉
」
と
「
悪
玉
」
、
「
味
方
」
と
「
敵
」
の
二
元
論
を
前
提
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
「
普
通
の
人
々
」
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
と
同
時
に
、
「
普
通
の
人
々
」
の
側
に
立
っ
て
彼
ら
を
リ
ー
ド
し
「
敵
」
に
向
か
っ
て
戦
い
挑
む
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
役
割
を
演
じ
て
み

せ
る
「
劇
場
型
」
政
治
ス
タ
イ
ル
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
大
獄
秀
夫
「
日
本
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
東
京
、
中
央
公
論
新
社
、
二

0
0

三
年
、
一
一
八

l
一
一
九
頁
。

（5
）
金
大
中
が
つ
く
っ
た
全
羅
道
地
域
を
基
盤
と
す
る
民
主
党
内
で
、
釜
山
地
域
出
身
の
慮
武
鉱
は
非
主
流
派
で
あ
り
、
大
統
領
候
補
と

な
っ
た
後
も
常
に
主
流
派
の
牽
制
を
受
け
て
い
た
。
元
々
、
慮
武
鉱
は
、
金
大
中
の
政
治
的
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
金
泳
三
・
元
大
統
領
に
見

出
さ
れ
て
政
治
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
。
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（6
）
二
O
O
二
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
大
統
領
候
補
選
出
過
程
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
山
本
健
太
郎
「
韓
国
に
お
け
る
政
党
の

大
統
領
候
補
者
選
出
過
程
l
｜
二
O
O
二
年
の
新
千
年
民
主
党
の
「
国
民
参
加
』
党
内
選
挙
を
中
心
に
」
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
二
O
O
三

年
七
月
号
、
二
六
｜
五
二
頁
を
参
照
。

（7
）
三
八
六
世
代
と
は
、
一
九
六
0
年
代
生
ま
れ
で
、
一
九
八
0
年
代
に
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
現
在
三
O
代
後
半
か
ら
四
O
代
後
半
ま

で
の
世
代
を
指
す
。
こ
の
世
代
は
一
九
八
0
年
代
の
民
主
化
運
動
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
経
験
を
持
ち
、
他
の
世
代
に
比
べ
「
進
歩

的
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
。

（8
）
韓
国
文
化
放
送
（
M
B
C
）
が
大
統
領
選
挙
当
日
に
報
じ
た
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
年
齢
別
の
慮
武
鉱
支
持
は
次
の
と
お
り
。
二
O
代

五
九
・
O
%
、
三
O
代
五
九
・
三
%
、
四
O
代
四
八
・
一
%
、
五
O
代
四
0
・
一
%
、
六
O
代
以
上
三
四
・
九
%
。

（9
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
韓
国
・
新
し
い
対
立
軸
は
何
か
」
『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
七
一
号
（
二
O
O
九
年
一
O
月
）
、
九
二
l

・t・
－
一
O
六
頁
。

大
西
裕
「
韓
国
の
場
合
｜
｜
地
域
主
義
と
そ
の
ゆ
く
え
」
梅
津
賓
他
『
新
版
比
較
・
選
挙
政
泊
中
ー
ー
一
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
先
進
六

カ
国
の
選
挙
』
京
都
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
O
O
四
年
、
一
七
三

l
二
二
O
頁
、
大
西
裕
「
韓
国
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
の
復

活
」
『
国
際
問
題
』
五
三
五
号
（
二
O
O
四
年
一
O
月
）
、
一
七
｜
三
O
頁
。

（
叩
）
二
O
O
二
年
九
月
一
一
日
、
嶺
南
大
講
演
で
の
慮
武
鉱
候
補
（
当
時
）
の
発
言
。
「
東
亜
日
報
』
二
O
O
二
年
九
月
二
一
日
［
韓
国

垣間］。

（
日
）
「
希
望
の
豚
」
貯
金
箱
に
よ
る
国
民
か
ら
の
選
挙
資
金
募
金
運
動
や
、
「
虚
武
鉱
の
涙
」
「
ギ
タ
ー
を
弾
く
慮
武
鉱
」
な
ど
の
テ
レ
ビ

C
M
が
当
時
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

（
ロ
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
「
ノ
サ
モ
」
が
韓
国
政
治
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
玄
武
岩
「
韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
東
京
、
集
英
社
新
書
、
二
O
O
五
年
を
参
照
。

（
日
）
慮
武
鉱
（
青
柳
純
一
・
青
柳
優
子
訳
）
『
私
は
韓
国
を
変
え
る
』
東
京
、
朝
日
新
聞
社
、
二
O
O
三
年
、
日
本
語
版
へ
の
序
文
（
同

書
の
原
題
は
『
慮
武
鉱
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
物
語
』
ソ
ウ
ル
、
幸
せ
な
読
書
社
、
二
O
O
二
年
［
韓
国
語
］
）
。

（
日
）
第
一
六
代
大
統
領
職
引
受
委
員
会
『
第
一
六
代
大
統
領
職
引
受
委
員
会
｜
｜
対
話
』
ソ
ウ
ル
、
二
O
O
三
年
、
二
一
頁
〔
韓
国

一語］。

（
日
）
国
民
参
与
セ
ン
タ
ー
は
、
国
防
部
長
官
以
外
の
一
八
閣
僚
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
、
直
接
提
出
の
方
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法
に
よ
り
国
民
推
薦
を
受
け
付
け
た
。

（
日
）
『
朝
日
新
聞
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
、
二

O
O
三
年
二
月
一

O
日
付
。

（
口
）
こ
の
部
分
は
、
拙
稿
「
慮
武
鉱
政
権
の
安
全
保
障
政
策
と
国
内
要
因
1
1
1
『
協
力
的
自
主
国
防
」
を
め
ぐ
る
機
会
と
制
約
」
『
国
際

安
全
保
障
』
第
三
三
巻
第
四
号
（
二

O
O
六
年
三
月
）
、
二
ニ
ー
ー
一
七
頁
の
一
部
を
再
構
成
し
た
。

（
問
）
詳
し
く
は
、
大
西
「
韓
国
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
の
復
活
」
を
参
照
。

（
印
）
大
西
、
「
韓
国
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
の
復
活
」
、
二
四
頁
。

（
却
）
二

O
O
三
年
二
月
一
八
日
付
け
韓
国
新
聞
各
紙
。

（
幻
）
例
え
ば
、
「
韓
米
同
盟
は
依
然
と
し
て
離
婚
直
前
の
危
機
だ
（
カ

l
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
元
国
防
副
次
官
補
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
」
『
中
央

日
報
』
二

O
O
七
年
一

O
月
一
六
日
［
韓
国
語
］
等
を
参
照
。

（
辺
）
第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
l
フ
ァ

1
（
菱
木
一
美
訳
）
『
二
つ
の
コ
リ
ア
（
特
別

最
新
版
）
』
東
京
、
共
同
通
信
社
、
二

O
O
二
年
が
参
考
に
な
る
。

（
お
）
六
者
会
合
の
概
要
や
共
同
声
明
内
容
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
「
六
者
会
合
（
北
朝
鮮
核
問
題
等
）
」
（

E
Sミ

当
相
当
・

5
。
貯
・
向
。
・
い
芝
居
え
と
＼
向
。
ミ
ロ
ー
－
8
8
m示
W
包
向
。
＼
宮
内
町
M
－

zs－
）
等
を
参
照
。

（M
）
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
た
め
の
慮
武
鉱
政
権
の
外
交
安
保
政
策
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議
『
平
和
繁
栄
と
国
家
安

保
』
ソ
ウ
ル
、
国
家
安
全
保
障
会
議
事
務
処
、
二

O
O
四
年
〔
韓
国
語
］
を
参
照
。

（
お
）
「
大
統
領
一
六
代
大
統
領
就
任
辞
｜
｜
平
和
と
繁
栄
と
跳
躍
の
時
代
へ
」
「
慮
武
鉱
大
統
領
演
説
文
集
（
第
一
巻
）
』
ソ
ウ
ル
、
大
統

領
秘
書
室
、
二

O
O
四
年
、
二
五
｜
コ
二
頁
［
韓
国
語
］
。

（
お
）
小
此
木
政
夫
「
北
朝
鮮
問
題
の
新
段
階
と
日
本
外
交
」
「
国
際
問
題
』
二

O
O
三
年
五
月
号
、
九
頁
よ
り
再
引
用
。

（
幻
）
『
朝
鮮
日
報
』
二

O
O
一
二
年
一
月
二

O
日
［
韓
国
語
〕
。

（
お
）
『
朝
鮮
日
報
』
二

O
O
三
年
一
月
一
四
日
［
韓
国
語
］
。

（
却
）
例
え
ば
、
高
野
駐
韓
日
本
大
使
は
赴
任
に
際
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
日
米
韓
協
調
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
『
朝
鮮
日
報
」

二
O
O
三
年
二
月
一
五
日
［
韓
国
語
］
。

（
ぬ
）
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
」
に
つ
い
て
は
、
朴
栄
溶
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
と
韓
中
日
関
係
」
（
「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
韓
関
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係
」
会
議
報
告
ペ
ー
パ
ー
、
二

O
O
五
年
九
月
三

O
日
）
［
韓
国
語
］
が
詳
し
い
。

（
訂
）
「
朝
鮮
日
報
」
二

O
O
五
年
三
月
二
三
日
、
二
四
日
［
韓
国
語
］
。

（
沼
）
二

O
O
五
年
三
月
一
一
一
一
日
の
国
政
課
題
調
整
会
議
で
の
慮
武
鉱
大
統
領
発
言
。
『
朝
鮮
日
報
』
二

O
O
五
年
三
月
二
四
日
。

（
お
）
朴
栄
溶
、
前
掲
論
文
。

（
担
）
『
朝
鮮
日
報
』
二

O
O
五
年
五
月
二
五
日
及
び
五
月
二
七
日
〔
韓
国
語
］
。

（
お
）
李
沫
勲
「
韓
米
同
盟
復
元
論
に
対
す
る
批
判
的
考
察
」
『
韓
国
と
国
際
政
治
』
第
二
四
巻
第
四
号
（
二

O
O
八
年
）
、
一
五
頁
［
韓
国

一語］。

（
お
）
『
参
与
政
府
国
政
運
営
白
書
⑤
統
一
・
外
交
・
安
保
』
ソ
ウ
ル
、
国
政
弘
報
処
、
二

O
O
八
年
、
二
七
O
頁
［
韓
国
語
］
。

（
釘
）
「
参
与
政
府
国
政
運
営
白
書
⑤
』
、
二
七
O
｜
二
八
二
頁
。

（
お
）
『
参
与
政
府
国
政
運
営
白
書
⑤
』
、
二
七
O
｜
二
七
一
頁
。

（
ぬ
）
「
慮
武
鉱
大
統
領
、
年
頭
記
者
会
見
」
（
二

O
O
四
年
一
月
一
四
日
）
、
青
瓦
台
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
［
韓
国
語
］
。

（
伺
）
「
国
防
・
外
交
・
安
保
・
統
一
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
」
『
青
瓦
台
ブ
リ
l
フ
イ
ン
グ
』
二

O
O
六
年
二
一
月
二
二
日
［
韓
国

語山］。

（
但
）
「
韓
米
間
共
助
切
実
な
時
点
・
：
国
益
に
従
っ
た
選
択
」
「
青
瓦
台
プ
リ
l
フ
イ
ン
グ
』
二

O
O七
年
一

O
月
二
三
日
［
韓
国
語
〕
。

（
位
）
拙
稿
「
慮
武
鉱
政
権
の
安
全
保
障
政
策
と
圏
内
要
因
」
参
照
。

（
必
）
「
ニ

O
O
四
年
度
国
政
監
査
国
防
委
員
会
会
議
録
（
二

O
O
四
年
一

O
月
二
二
日
）
」
ソ
ウ
ル
、
国
会
事
務
処
、
二

O
O
四
年
、
二

頁
［
韓
国
語
］
。

（
制
）
『
平
和
繁
栄
と
国
家
安
保
』
、
一
一
一
一
一
｜
二
七
頁
。

（
必
）
「
韓
米
間
共
助
切
実
な
時
点
：
・
国
益
に
従
っ
た
選
択
」
『
青
瓦
台
ブ
リ
l
フ
ィ
ン
グ
』
二

O
O七
年
一

O
月一一一一一日。

（
必
）
阪
田
恭
代
「
岐
路
に
立
つ
米
国
｜
｜
ポ
ス
ト
九
・
一
一
の
米
軍
変
革
の
中
で
」
小
此
木
政
夫
編
『
危
機
の
朝
鮮
半
島
』
東
京
、
慶
慮

義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
六
年
、
一
一
四
貰
。

（
釘
）
阪
田
、
前
掲
論
文
、
一
一
五
頁
。

（
必
）
李
鍾
元
「
慮
武
鉱
政
権
の
対
外
政
策
」
「
国
際
問
題
」
五
六
一
号
（
二

O
O七
年
五
月
）
、
五
頁
。
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（
却
）
「
社
説
・
駐
韓
米
軍
再
配
置
急
ぐ
べ
き
で
な
い
」
『
中
央
日
報
』
二

O
O
三
年
四
月
一
一
日
［
韓
国
語
］
等
を
参
照
。

（
閃
）
阪
田
、
前
掲
論
文
、
二
一
四
頁
。

（
日
）
阪
田
、
前
掲
論
文
、
二
一
四
頁
。

（
臼
）
第
二
師
団
の
後
方
移
転
は
、
二
つ
の
段
階
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
第
一
段
階
で
は
ソ
ウ
ル
以
北
の
東
豆
川
・
議
政
府
に
整
理
・
統
合

さ
れ
、
第
二
段
階
で
ソ
ウ
ル
以
南
の
平
津
地
域
に
移
転
さ
れ
る
。
現
在
、
第
一
段
階
は
終
了
し
て
い
る
が
、
平
津
地
域
へ
の
移
転
時
期
に

つ
い
て
は
韓
米
間
の
交
渉
が
続
い
て
い
る
。
二

O
O九
年
四
月
の
実
務
者
会
談
で
は
、
二

O
一
五
｜
一
六
年
頃
の
移
転
に
つ
い
て
大
枠
で

両
国
の
意
見
が
一
致
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
連
合
ニ
ュ
ー
ス
』
二

O
O九
年
四
月
二
六
日
［
韓
国
語
］
。

（
日
）
金
基
正
「
転
換
期
の
韓
米
同
盟
｜
｜
理
論
と
現
象
」
「
韓
国
と
国
際
政
治
』
第
二
四
巻
第
一
号
（
二

O
O
八
年
春
）
、
九
五
頁
〔
韓
国

語］。

（
弘
）
『
参
与
政
府
国
政
運
営
白
書
⑤
』
、
二
五
五
｜
二
五
六
頁
。

（
日
）
李
鍾
元
、
前
掲
論
文
、
六
頁
。

（
日
）
「
国
防
・
外
交
・
安
保
・
統
一
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
ま
す
」
『
青
瓦
台
ブ
リ
l
フ
イ
ン
グ
』
二

O
O
六
年
一
二
月
二
二
日
［
韓
国

語］。

（
貯
）
金
基
正
、
前
掲
論
文
、
九
四
頁
。

（
路
）
「
。
開
己
注
。
内
田

o
m
S
E
c－
。
紙
書
面
会
見
記
」
（
二

O
O
四
年
一
一
月
一
六
日
）
、
青
瓦
台
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
［
韓
国
語
］
。

（
印
）
金
基
正
、
前
掲
論
文
、
七
七
｜
一
一
一
頁
。

（
ω）
「
参
与
政
府
国
政
運
営
白
書
⑤
』
、
二
三
四
｜
二
三
五
頁
。

（
臼
）
李
鍾
元
、
前
掲
論
文
、
四
｜
五
頁
。
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